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【上川北部森林管理署】 
7 月 24 日、下川町の総合福祉センター及び然

別国有林において、当署、上川総合振興局北部森
林室、下川町が連携し「上川北部地区造林作業の
軽労化・低コスト化に向けた技術研修会」を開催
しました。目的は、林業従事者の高齢化や減少に
対応するため、造林作業の機械化等労働低減が急
務であることを踏まえ、各機関の取組についての
情報共有や意見交換を行うことです。当署より、
「地域における造林作業の軽労化・低コスト化」、
森林室から「小型機械による下刈作業の軽労化に
向けた取組」、森林総合研究所からベースマシンに
クラッシャを装着し実施した下刈作業試験結果に
ついての報告があり、その後、現地で乗車型自走
式草刈機による下刈作業の実演と意見交換を実施

しました。 

  
【宗谷森林管理署】 

８月１１日、「⼭の⽇」に浜頓別町のウソタン
ナイ砂⾦採掘公園において、ウソタン砂⾦フェ
スティバルが開催され、川での砂⾦掘りやお宝
探し、ロープを使った⽊登り体験、親⼦丸太切
り競争のほかに宗⾕総合振興局森林室主催の⽊
⼯体験教室があり、宗⾕森林管理署も協⼒しま
した。木工体験教室では、間伐材を使ったコース

ター、ミニチェア、ミニプランター、小物入れづ

くりが楽しめ、特にコースター、ミニチェアづく

りに人気がありました。 

木を使って工作する機会も少なくなっています

が、今後も各種イベントを通じて地域の自然、森

林・林業の魅力をたくさんの方に伝えて行きたい

と思います。 

 

【石狩森林管理署】 

8 月 24 日に、冷水峠にある赤井川村展望台前

の赤井川国有林において、馬場村長を始め、岩井

村議会議長や村民 22 名の参加で、3 年目となる

「カルデラの森」森林環境保全整備活動を実施し

ました。 

ここは平成 16 年の台風により被害を受け、そ

の後の復旧のため、カラマツを植栽した場所です。

当時は展望台（平成 20 年完成）より赤井川村の

カルデラ盆地が一望出来ましたが、木々が成長し

眺望しづらくなってきたことやゴミの不要投棄な

どがあったため、赤井川村と「ふれあいの森」の

森林整備等の協定を締結し整備しています。当日

は、当署からも署長等も参加し、除伐作業とカラ

マツの枝打ち作業を実施しました。 

  

【上川南部森林管理署】 

7 月 30 日、占冠村総合センターにおいて占冠

村と上川南部森林管理署は「占冠地域森林整備推

進協定」を締結し調印式を行いました。 

この協定は、占冠村内の全村有林と全国有林の

計 5 万 1 干ヘクタールを対象としています。 

占冠村では林業経営基盤の強化や森林資源の循

環利用を地域の課題とし、また、森林管理署では

公益重視の管理経営の推進、林業の成長産業化へ

の貢献等に取り組むとし、これらを踏まえて村と

署は占冠地域の森林・林業の再生と地域振興を目

的に連携した各種取組みを実施することとしてい

ます。また、村有林と国有林双方で整備の効率化

が図られる森林については森林共同施業団地の設

定を検討するとしています。 

「山の日」記念イベ
ントを浜頓別で開
催！！ 
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第70回 北海道植樹祭・育樹祭〜つなげよう⼤切な森この先へ〜
苫東・和みの森（苫小牧市）での森林づくり活動に参加しませんか？

日時：２０１９年１０月１９日（土）

１０：００～１４：００（雨天決行、荒天時中止）

場所：苫東・和みの森（苫小牧市）

この行事に参加を希望される方は、必ず事前の申込みが必要です。
詳しくはホームページをご覧下さい。

※木育フェスタ２０１９で検索

10:00～10:25
（受付開始/9:30）

●アトラクション
式典会場

●ミニテント村
（催事・協賛行事）

～14:00

●月に一度は森づくり
（こちらは別途参加費が必要です。
詳しくはとまとう・和みの森運営協
議会のHPをご覧ください。）
https://tomato-
nagominomori.jimdo.com/

10:30～10:48 ●式典

11:10～12:00
●①植樹（※定員/400名 先着順） 苫東・和みの森

●②育樹（※定員/400名 先着順） 苫東・和みの森
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